
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

地域医療構想が目指す病院機能分化を果たす
ため、10月に地域包括ケア病棟を48床から96
床へ増床したが、病床稼働率が伸び悩み、全
体の入院患者数も昨年度より減少して経営改
善には至らず、過去5年間で最大の経常収支
赤字となった。年度末から新型コロナウイル
ス感染症の感染が拡大してる中で、公立病院
としての責務を果たしながら、地域の医療機
関との連携をさらに深めて患者の受入れ体制
を強化し、経営改善につながる具体的な施策
を積極的に実施する必要がある。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

昨年度より医師1名となっていた眼科が年度途中に
2名増員したものの、循環器内科の専任医師不在に
よる患者数の減少などの影響もあり、入院・外来
ともに収益が減少して、経常損失は昨年度を上回
る7億4119万円となり5年連続の赤字決算となっ
た。そのため累積欠損金比率についても平均値を
大きく上回って推移しており、非常に厳しい経営
状況が続いている。職員給与費対医業収益比率
は、昇給等により給与費が昨年度より増加し平均
よりも上回っている。材料費対医業収益比率につ
いては平均値を大きく下回って推移しているの
で、今後も価格交渉等により削減効果の期待でき
る手法に積極的に取り組む。

2. 老朽化の状況について

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H30 R01 当院は新築移転後20年以上が経過しており、
施設設備の老朽化に伴い修繕費用が増大して
いくことが懸念されるが、今年度は熱源装置
について、設備の更新費用を省エネルギーに
伴う改修で実現する光熱費等の削減分で賄う
「鳥取市立病院ＥＳＣＯ事業」に取り組ん
だ。厳しい経営状況が続いている中で、今後
も医療機器等の更新や導入については、費用
対効果を十分に考慮しながら進めていく。

R01 H27 H28 H29

23.1 22.6 22.5 20.9 20.469.3 当該値

平均値 71.3 72.6 73.5 74.1 74.4平均値 73.1 76.3 80.7 75.9 75.1平均値 91.1 90.1 89.6 89.7 89.3平均値 98.0 97.2 97.0 97.8 97.0

当該値 75.5 81.0 75.5 74.9 73.8当該値 118.9 122.0 136.0 149.7 161.793.1 88.4 87.3 86.6当該値 96.1 96.2 92.2 91.2 90.8

Ⅰ 地域において担っている役割
　鳥取県東部医療圏の中核病院として、救急
医療・がん医療などをはじめとした急性期医
療を提供すると共に、東部医療圏唯一の在宅
療養後方支援病院として、在宅療養者の緊急
時に受け入れができる体制を確保している。
また在宅医療・在宅介護事業の充実を図り、
急性期から回復期さらに在宅医療の支援へと
切れ目のない医療提供を推進している。

H27 H28 H29 H30 R01 H27 H28 H29 R01 H27 H28 H29 H30 R01H30 R01 H27 H28 H29 H30

当該値 93.4
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性 再編・ネットワーク化 地方独立行政法人化 指定管理者制度導入

186,960 23,839 非該当 ７：１ 339 -

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 23 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が へ 地 輪 - - 340

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 300床以上～400床未満 自治体職員 340

経営比較分析表（令和元年度決算）
鳥取県鳥取市　市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
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